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[授業紹介］
ドイツ学入門演習（文化：森貴史担当）
本演習は、水曜1時限に行われている1年次生必修の演習である。そ
の科目名からもわかるように、この授業のコンセプトは、発表およびデ
ィスカッション形式である。 ドイツの大学でいうところのProseminarに
あたるものと設定されている。 1年次生全員を3クラスに分け、それぞ
れ文学（宇佐美幸彦)、言語（高田博行)、文化（森貴史）担当の教員
が回り持ちで担当するオムニバス方式をとっているので、 1年次生は3
領域すべての演習に参加することができるシステムになっている。
今号においては、文化の部で優秀であったゼミ発表の梗概をご紹介さ
せていただくことになった。私の場合、グループ発表というやり方をと
っているので、発表者の名前が複数名になっている。彼女たちの発表は、
内容だけでなく、その方法においてもまたユニークであった。通常はメ
インテーマがあり、その枠内で関連する個別のテーマをそれぞれが発表
し、最後に全員のまとめで終わるというのが学生たちがよくとる進め方
なのだが（ちなみに、私はとくに固定された方法を推奨しているわけで
はない)、以下の4人の発表は、特定の小テーマを4つ設定し、個別に分
担せず、複数のトピック群を紹介しながら、それぞれが有機的に交錯す
るようなやり方での発表であった（図像資料の提示の仕方も含めて)。発
表原稿をどのように作成したかを聞いてみると、実際にすべてのトピッ
クに対して4人で調査しながら、作成していったという。つまり、彼女
たちの発表はすべてにおいて、 4人全員によってインターテクスチュア
ルに作成されたものであったわけだ。まさしくドゥルーズ／ガタリの著
作のように。
そして、彼女たちのユニークな発表形式が私に教えてくれたのは、プ
レゼンテーションというのは、やはりライヴであるということだ。発表
原稿をただ読み上げて終わりといった発表が少なくない中で、参加者に
少しでも自分たちの発表をうまく伝えるために、たくさんのアドリブを
くわえたり、あたりまえのやり方で図像資料の提示をしないということ
はやはり、いまさらながらに新鮮であるのだ。
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そのため、確かに多少の流れの悪さが認められたが、全体から見れば、
とるにたらないことである。以下の梗概はこうしたライヴ感すべてを伝
えるものではないが、その内容とまとめの巧みさだけは最低限伝わるも
のと自負している。
森貴史（2002年度ドイツ学入門演習文化担当）
ピアノとドイツ音楽
発表者：井関安以、河崎未央子、小海志帆、吉岡みゆき
音楽家にとって曲を作るのに必要なものの1つであるピアノ。そのピ
アノの起源はドイツにあった。ピアノは、現在日本でもかなりの数が普
及されている。家庭だけでなく、学校などの教育現場、福祉施設など、
あらゆるところで目にする。その普及率は他の楽器と比べ大きな割合を
占めている。
そこで現在のドイツでのコンチェルトや独奏会で使われるピアノメー
カーの利用状況を調べてみた。そうすると、利用される回数の多い順か
ら、ベヒシュタイン、スタンウェイ、ブリューネル、シュタインヴイ上
という結果がでた。現在のドイツ国内のピアノ市場ではベヒシュタイン
のピアノがアップライトピアノの70％、グランドピアノの50%を占め
ている。そしてこのベヒシュタインは最も古いピアノメーカーの1つで
もある。
それでは、いったいピアノはいつ生まれ、いつ頃からこんなにも普及
し始めたのだろうか。
ピアノの歴史をたどってみると、現在のピアノの型ができたのは1709
年ごろ。しかしそれ以前にピアノの原型となるものが作られていた。 15
世紀、オランダのアンリ・アルノーは3つの鍵盤楽器を作り出す。ひと
つはクラヴイコード、 もうひとつはチェンバロ、そして最後のひとつが
ピアノである。
この3つの鍵盤楽器の違いは音の出し方にあり、 クラヴィコードは弦
を「押して」音を出し、チェンバロは「弾いて」音を出す。そしてビア
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ノは弦を「たたいて」出している。
クラヴィコードもチェンバロもピアノも15世紀に、しかも同時期に原
型が存在していたのだ。
しかし17世紀になると、ピアノの存在は音楽界から消えてしまう。こ
の時期、音楽界ではチェンバロが栄え、 コンチェルトの主流とされてい
た。そして家庭ではクラヴィコードが栄え、普及していた。クラヴィコ
ードは音の強弱はつけられるが、音が小さく、音の強弱はつけられない
がクラヴィコードより大きい音の出るチェンバロがコンチェルトでは使
用されていた。そして18世紀。音楽界から姿を消していたピアノを普及
させようとする人物が現れる。イタリアのクリストフオリである。クリ
ストフォリはアルノーの残した設計図に新たに自分のオリジナルを加え、
1709年現在のピアノのもととなるピアノを作り出した。
しかしこれはイタリアでは一向に広まらなかった。その当時、イタリ
アではそれほど音楽が盛んではなく、 クラヴィコードとチェンバロが根
強く音楽社会に普及していて、この2つだけで充分だったのだ。ところ
がこのすぐあと、クリストフオリが普及できなかったピアノがドイツで
徐々に広まっていた。その火付け役となったのがドイツのジルバーマン
である。ジルバーマンはクリストフオリの考案したピアノの型をそのま
ま作り、 ドイツで売り出したのだ。
その当時ドイツでは、毎日のようにコンチェルトや演奏会が開かれて
おり、音楽が生活に浸透していた。コンチェルトなど広い場所ではチェ
ンバロが使用されていたが、 1つ問題があったのだ。それは音。弦を弾
いて音を出すチェンバロはあまり大きな音がでない。当時はまだ拡声器
などの技術が発達していなかったため、広い会場での演奏の場合、音の
威力が伝わらなかったのだ。その点、ピアノはたたいて音を出すのでチ
ェンバロより音の威力があったうえ、音の強弱もつけることができた。
このように音の関係でピアノは広まっていき、進化の道をたどってゆ
く。そしてイギリスとドイツでピアノは大きくふたつに進化を遂げる。
音の大きさを追求し、ダイナミックで華やかな音を奏でるイギリス型ピ
アノとピアノにもクラヴィコードの良さを出したいという強い希望を取
り入れ、繊細な音を奏でるウィーン型ピアノである。
しかし、 ウィーン型ピアノはシューベルト／シューマンの時代（19世
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紀前半）を超えると姿を消してしまう。
楽器が進化し続けるということは、音楽が人の生活に浸透し続けてい
るということである。コンツェルトの会場も徐々に大きくなり、繊細な
音を重視していたウィーン型ピアノではついに音の限界を迎えてしまう。
ここで、元々コンツェルトなどの大きな会場向きに改良が進められ、大
きな音を奏でることのできるイギリス型ピアノだけが残っていった。
そしてこのイギリス型ピアノを学んでいたのが、 ドイツのベヒシュタ
インとスタンウェイである。この2人は同時期にフランスでイギリス型
ピアノを学んでいたが、スタンウェイは渡米し、ベヒシュタインはドイ
ツで、スタンウェイはアメリカでピアノを進化させ続け、違う道をたど
ることになる。進化を続けるなかで2人が直面した問題はやはり、::音の
問題であった。確かにイギリス型ピアノはウィーン型ピアノよりはるか
に大きな音は出る。しかし何千人と入る大きなコンツェルト会場ではま
だ音が小さかったのだ。
昔のピアノはすべて木でできており、木だけの素材では音にも限界が
あった。そこで2人は鉄骨を加え、鉄骨の響きを生かすことにした。鉄
骨が音を振動させ、音が大きくなるという仕組みである。それが、 2人
のピアノ作りを大きく分けることになった。
鉄骨を加えると音は大きくなるが、本来のピアノの音よりキンキンと
し、柔らかさが失われてしまう。しかし、スタンウェイは広い会場向き
にと内部のほとんどに鉄骨を加え、音の大きさを重視し、鉄骨の響きを
生かしたピアノ作りを続けた。だが、ベヒシュタインは鉄骨を最低限し
か加えず、木の奏でる本来の音を重視した。
その後、産業革命により工業技術が発展し、大きなフレームなどの鋳
造が可能になり、スタンウェイは大量生産型の道へ進むが、ベヒシュタ
インは木の本来の音、元々のピアノ作りの技法を変えようとはしなかっ
た。そのベヒシュタインの音色はベヒシュタイントーンといわれ、 「ピア
ノのストラデイバリウス」と呼ばれるほどである。
日本に初めてピアノが入ってきたのが1871年。国産第1号が作られた
のが1900年だが、日本もベヒシュタインへピアノ製作技術を学びにいっ
ていた。それほどまでにベヒシュタインのピアノ製造技術は素晴らしい
ものだった。けれど、その後、 日本も大量生産型に変わっていき、現在
442
ドイツ学入門演習（文化：森貴史担当）
は日本のどのメーカーも大量生産型である。しかしドイツでは今も大量
生産される、同じ形、均一な音のでるピアノよりも、ひとつひとつ形、
音が違う職人による手作りのベヒシユタインが好まれている。
我々日本人にはない、そのピアノに対するこだわりが、昔から音楽に
係わりの深いドイツ人のすばらしい気質を表していると言えるだろう。
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